












































































































































































































































































































































































































































































































































































表 1 被害状 況 (57.8. 23現在)










死 者 257 37 294 
行 方 不 明 5 。 5 
重 イ寡 者 13 3 16 
軽 傷
者 i 741 48 789 
計 1，016 88 1，104 
棟 447 137 584 
全 i衷 世帯 463 142 605 
人数 1，323 号20 1，843 
棟 746 208 954 
半 壊 世帯 820 211 1，031 
人 数 2，416 818 3，234 
棟 335 776 1，111 
一 部 破損 世 帯 368 789 1，157 
人数 1，081 3，065 4，146 
一一一一一
棟 14，704 3，205 17，909 
床 E浸水 世 帯 16，174 3，321 19，495 
人数 47，551 i 11，406 58，957 
8，642 10，555 19，197 
床 下浸 水 9，506 10，854 20，360 
人 数 27，947 38，350 66，297 
(県災害対策本部発表から作成〉
表2 被害額 (57.8. 23現在)
項 目 金 額|割
百万円
家 屋 43，114 13.7 
民 本 84，260 26.7 
71く 産 2，599 0.8 
土 木 55，648 17.6 
商 ユ: 96，334 30.6 
保 {;! 5，476 1.7 
文 妻女 2，149 0.7 
そ の イ也 25，733 8.2 






て水深 2メートノレにも上り， 1，560台余りの車が濁流に押し流された。(図 2
，.， 3，いずれも長崎海洋気象台公表資料による。)
図-~







































11日， 13日， 16日， 19日，とほぼ 3日おきに「大雨洪水警報」が発令され
たが，実際の降雨量は，警報発令基準の50ミリをとえたのは，初回のみであ
っ7こD



















を減殺，停止した。幸い，長崎市のCB D  (業務中心地区)は，一部高台に
官庁施設が立地しているため， I~l枢管理機能のうち県と市がほぼ無傷で残る
ことができたo 図 4は， CBD地区の模式図で，中央橋を中)1ンに半径300メ



































































石積みの流出などによって折損，流出， 24日の 2時半から長崎駅以南の 4万




















































区 分 | 商 庖 街 数 | 被 災 庖街|対象商居数
中 央 部 8 27.6 42.1 46 5.0 
東 部 4 13.8 5.3 96 10.3 
西 部 6 20.7 2 10.5 176 19.0 
南 部 2 6.9 5 26.3 244 26.3 
~r， 部 6 20.7 2 10.5 166 17.9 








表 4 標本の性格一経営者・従業者総数ー(その 1) 
区 分|中央地区|周辺地区|全地区
実 数 727 
1. 1 ，. 2人 2.4 43.5 29.0 
2. 3 ，. 4人 12.7 33.8 29.2 
3. 5 ，. 9人 27.8 14.5 
4. 10 ，. 19人 19.0 6.3 11.0 
5. 20 ，. 29人 11.9 。 3.9 
6. 30 ，. 49人 12.7 1.9 4.0 
7. 50 ，. 99人 7.1 。 1.9 
8. 100人以上 5.6 O 1.2 
ソ ノ タ 0.8 。 0.6 
表 5 標本の性格一業種・業態ー(その 2)
区 分 |中央地区|周辺地区|全地区|
実 計 数
1.ス 一 ノマ 一 0.8 2.2 
2. コンビニアンストア O 0.5 0.3 
3. 百 貨 居 2.4 。 0.4 
4. 食 料 口口口 居 1.6 15.5 11.0 
5. 衣 料 口口口 居 29.4 2.4 13.3 
6. 教養・書籍・レジャー用品居 4.8 2.4 3.3 
7. 雑 貨 百 4.8 2.4 2.3 
8. 電 ~~ 百 1.6 4.8 3.3 
9. 家 具・建 具 百 2.9 1.4 1.1 
10. 燃 料 居 。 3.4 1.1 
11. 自動車・自転車・各種機器居 O 8.7 3.0 
12. 飲 食 百 8.7 12.6 13.9 
13. 理 美 打谷そ， 居 O 10.6 5.2 
14. 土 産 ロロ 回 6.3 O 2.1 
15. そ の 他 36.5 28.0 36.0 




実 数 計| 727 
1 千万円未満 0.8 34.3 21.3 
1千万円---3千万円未満 8.7 29.5 25.4 
3千万円---5千万円未満 7.9 13.0 12.7 
5千万円---1億円未満 19.8 9.2 13.3 
1億円---5億円未満 34.1 10.6 16.2 
5億円---10億円未満 13.5 。 3.2 
10 億 円 以 上 10.3 。 2.2 
ソ ノ タ 4.8 3.4 5.8 
表 7 標本の属性一通常の{士入先一(その 4)
区 分 |中央地区|周辺地区|全地区
実数 計 126I 207 I 727 
全部県内から 10.3 55.6 34.1 
主として県 内 か ら 15.1 25.1 21.6 
県内・県外とも同程度 14.3 7.7 11.0 
主として 県 外 か ら 30.2 7.7 18.8 
全部県 外から 27.0 1.9 10.2 
ソ ノ タ 3.2 1.9 4.3 



















① 小売商業調査(総計 727) ② 消費者調査(総計 912)
イ.中央区(浜市、観光通り商庖街)126 a.長崎 266 b.対岸 54 C.大浦・戸ElT112 d.浦よ 157














干のウエイトの差はあっても 1位・床上浸水 2位・一部損壊 3位・全





表 8 地区別 売場・倉庫・事務室の損壊状況
J畳E二デ 場 商品在庫置場 事 務 室
分
地中央区 I 円地ι」、区廿 I全地区 地中央区 I 地周辺区 I 全地区 地中央区 I地周辺区 I 全地区
実 数 計|ロ3I 258 I 908 I 149 I 238 I 830 I 138 I 226 I 777 
1.全 壊 13.3 12.8 7.9 l3.4 118.1 110.8 6.9 
2. 半 壊 2.3 9.7 5.0 2.7 10.5 5.2 3.6 i 7.1 3.2 
3. 一部損壊 17.9 14.3 14.6 9.4 15.5 12.4 6.5 6.6 6.6 
4. 床 上 浸 水 56.6 42.2 56.6 49.7 35.7 46.7 33.3 37.2 39.4 
5. 床下 浸水 o I 10.9 7.4 。8.8 4.6 。8.0 4.2 
6. 地下室浸水 9.2 1.9 3.9 6.7 1.7 4.1 2.9 。0.6 
7. 被害 なし 5.8 7.8 3.7 11.4 32.6 14.2 16.9 













































実 数 計 | 728 
1.平 常 通 り 。 4.3 4.9 
2. 一部の売場で 0.8 3.8 3.3 
3. 居 舗 の み 4.0 3.4 4.1 
4. 休 業 し 7こ 94.4 88.0 86.4 
ノ タ 0.8 0.5 1.2 
表10 営業できなかった理由(複数回答)
区 分 |中央地区|周辺地区|全地区
実 数 1754 
1 商品の損傷 28.3 19.5 24.9 
2. 建物，備品等の損傷 28.1 26.5 27.3 
3 停 P7f己-. 15.0 16.1 13.1 
4. 断 71く 13.6 18.5 15.6 
5. ガス 供給停止 9.8 6.6 9.2 
6. 従業員の確保困難 2.2 4.3 
7. そ の イ也 1.6 5.4 2.6 
ソ ノ タ 1.4 3.1 4.8 










付)販 ジ-=lcロア 額 (ロ)客 数
区 分
中央地区|周辺地区|全地区中央地m区拘l辺地m区|全地区
実 数 計 126I 207 I 727 I 126 I 207 I 
12.7 5.8 6.5 6.3 7.0 
2. 変わらない 9.5 15.5 14.4 7.9 15.5 16.4 
3. l 剖内減少 11.9 8.7 12.0 15.1 12.6 14.6 
4. 3 割内減 少 19.0 19.8 25.3 18.3 18.8 22.3 
5. 5 割内減 少 14.3 5.3 9.6 11.1 5.8 8.9 1 
6. 5 割以上減少 11. 9 10.1 10.5 8.7 9.7 9.1 





実 数 727 
1. 1 '" 2 日以内 2.4 4.3 5.5 0.8 I 0，5 1.5 
2. 3 '" 4 日以内 21.4 8.2 15.7 1.6 2.4 4.5 
3. 1 週間以内 27.0 11.6 19.4 8.7 5.8 10.0 
4. 2 週間以内 21.4 12.6 18.4 27.0 13.0 20.6 
5. 1 カ月以内 11.1 20.3 12.5 26.2 18.4 17.3 
6. 1 カ月以上 7.9 21.3 9.8 29.4 46.9 26.8 
7. まだ再開していない O O 0.1 O 。 0.3 




















実 ~ぇ 727 
。 10 タ6 26.2 24.2 25.6 
11 ~ 20 16.7 7.2 10.5 
21 30 7.9 7.2 7.2 
31 40 4.8 5.3 4.1 
41 50 7.1 3.9 4.0 
51 60 1.6 4.8 1.9 
61 70 1.6 5.8 1.9 
71 80 2.4 3.4 1.4 
81 90 1.6 3.4 1.7 
91 100 。 2.9 1.1 
100 以上 3.2 1.9 =.~ I 
ソ ノ タ 27.0 30.0 39.5 
48 経 営 と 経 済
表14 復旧のための資金
区 分 |中央地区|周辺地区|全地区
実 数 計| 727 
借 り 7こ 88.1 67.6 68.9 
借 り なかった 7.1 28.0 24.1 
借りられなかった 2.4 3.9 3.4 











































区 分 |中央地区|周辺 地 区 | 全 地 区
実 数 727 
増 収 増 益 4.0 3.4 2.3 
増 収 減 益 11.9 5.8 6.7 
減 収 増 益 0.8 2.4 2.1 
減 収 減 益 70.6 61.8 59.4 
年 並 み 4.8 14.5 13.6 
ノ タ 7.9 12.1 15.8 




黒、 字 決 算 19.8 
赤 ，-ff? a 決 芸f 71.4 
ソ ノ タ 8.7 
次l乙，賞与支給見通しについては，従業員対策上必ずしも収支・決算と関
連しない面もあるが，中央で66%が明確に出せるとするのに対し，周辺では












弓P代主二 数 計 l 727 
昨 年 以 上 5.6 2.2 
昨 年 並 48.4 23.2 33.3 
昨 年 以 下 11.1 3.4 6.5 






区 分 |中央地区|周辺地区 i全地区
実 数
出 来 る 77.8 
出来 そ うにない 0.8 
わからないが努力する 19.0 
ソ ノ タ 2.4 I 
表20 立 直 り 期 間
一区 分|中一
1.半 年 程 度
2. 1 年 程 度 20.6 
3. 2 年 程 度 17.5 
4 3 ~ 4 年程度 21.4 
5. 5 ~ 7 年程度 13.5 
6. 8 ~ 10年程度 4.8 
7. 10 年 以 J: O 
8. わか ら な い 4.0 
9. 水害の影響はない O 

















































実 数 727 
し 7こ 75.4 54.1 52.0 
しなかった 20.6 43.5 41.4 
ソ ノ タ 4.0 2.4 6.6 
表22 居舗改装の日数
区 分 |中央地区 l周辺地区|全地区
実 数 計 l 728 
2 -- 3 日 4.3 6.3 
4 -- 7 日 10.3 5.8 10.0 
1 -- 2週間 28.6 15.0 15.5 
3 ~ 4週間 16.7 15.9 11.7 
1カ月以上 12.7 13.0 9.2 
ソ ノ タ 23.0 45.9 47.3 
表23 庖舗改装の金額
区 分 |中 央地 区| 周辺 地区|全地区
実 数 728 
50 万 円 未満 2.4 3.9 5.8 
50万円.-..- 100万円未満 3.2 6.8 6.9 
100万円.-..- 300万円未満 20.6 21. 7 18.0 
300万円.-..- 500万円未満 9.5 10.6 7.7 
500万円'-"-1，000万円未満 19.8 10.1 8.8 
1，000万円'-"-5，000万円未満 16.7 2.4 5.4 
5，000万円.-..-1億円未満 4.0 。 1.0 
l {君、 円 以 上 2.4 。 0.4 





















実 数 758 
経 介r.:ニ主~ 拡 大 18.1 12.7 12.0 
現 状 五位 持 70.5 75.9 76.4 
経 =且"ムr 縮 3.8 4.5 
移 転 。 2.3 1.3 
転 業 2.3 0.9 1.1 
gl 業 。 0.5 0.5 
共同 協業化 1.5 1.4 0，9 
系列 ・代理居化 。 0.5 0.3 
そ の 他 0.8 0.5 0.5 




実 数 計| 769 
保 険 の 加 入 45.7 65.9 50.5 I 
従 業 員 の 防災訓練 14.3 1.9 7.2 
避 ま並 施 雪u月又4 4.3 1.4 2.0 
建 て 替 え 5.0 6.2 4.2 
そ の 他 7.9 6.6 6.0 
ソ ノ タ 21.4 18.0 30.3 
表26 資金 対策
区 分 |中央地区|周辺地区|全地区
実 数 計| 778 
金 融 機 関 71.3 68.0 62.0 
自 己 資 金 13.3 18.7 18.8 
{士 入 先 5.6 3.2 2.7 
そ の 他 0.7 2.7 1.3 








































(計困ったもの， (イ)役立つたもの (ウ)利用した情報源，の 3項目を被災市
民の消費行動を規定したものとみてそれぞれを点数で評価したものが表28で















lik 手長 iLR、項 目 l得点項 目 | 得点項 目 |得点 l
第一位 水 道 358 近 所 の 人 311 ラジオ・テレビ 291 
第二位 ξ国在多 気 191 親類・知人 295 携帯用ラジオ 258 
第三位 食 料 162 自 治 えヱミλ 173 近所の人 221 
第四位 うと ji! 124 ?自 防 団 80 親類・知人 186 









ずかな差だが，第2位が親類，知人で295点が続いている D 第 3位が自治会
で173点，以下消防団 (80点)，県市対策本部 (55点)，商居 (31.8)，婦人












点，第 2位が携帯用ラジオで258点，第 3位近所の人で221.8第 4位が親類，
知人で186点，第 5位が自治会で152点，広報車 (39点)その他 (5点)にな
っている。今日のマスコミューニケーシヨンの媒体手段として，テレビ・ラ
ジオが最も利用されているが，乙れは今回の水害で停電したのが長崎市14万
7千世帯のうち l万3千 3百世帯と l割にも達していない。また復旧も早か
った乙とからでもあるo つづいて第 2に携帯用ラジオがきている O これは
東長崎と茂木地区が長期間，停電したためである o 3位に近所の人，親類知
人，自治会が次いでいるo このことは普段は個人行動をとっていた主婦が，











が6.4%を示している O みられるように困ったものの第 3位にある飲食料品
の購入度合が高いのは，食料品が毎日の日常生活に不可欠なものであり，冷
蔵庫等の保存設備が普及しているとはいえ，日用品などに比して，食料品の



















I ~ ~ I 区 分 品 目総計 長 崎東長 1な
生鮮食品 2 果 物 264128.9 1 72 1 27.1: 31 i 28.4 
水害当発直後}巴 3 鮮 魚 205 i 22.5 I 32 I 12.0 i .34 I 31・2
4 I *古内 2541 27.9 i 47 1 17.7 i 40 I 36.7 
平均 31.4I I 24.0 i I 37.6 
一 l 一 一一
食品d E 5 うに 269 I 29.5 1 61 I 22.9 1 44 I 40.4 
6 味噌・'~~油 1642183801i 3日 11.3 I 30 I 27. 5 
突し一一 平 均 17.1 1 134.0 
曹同た c I 7 即 席 め ん 408144.7 I 135 1 50.8 I 5348.6 
型 B マ ン間切 7 口5658l 印刷
援答) 数同(食品 11 缶 詰 3551 38.9 1 108 1 40.6 1 46 i 42.2 
平均 47. 4 1 I 52.4 I I 49. 2 
一 一
b I 9 牛乳 445I 48.8 I 145 I 54.5 I 50 I 45.9 
第口Eコ 10 ジ ュ ー ス類 297 I 32.6 I 31 I 34.2 I 48 I 44.0 
平均 40. 7 I I 44. 4 I I 45.0 
日|13食器 31I 3.4 I 4 I 1.5 I 7 I 6.4 
14 洗濯用洗剤 1101 12.1 1 35 1 13.2 1 15 I 13.8 
用 15毛布 12I 1. 3 I 1 I 0 . 4 I 5 I 4 . 6 
品 16 タオル 37I 4.0 I 10 I 3.8 I 6 I 5.5 
平均 6.4I I 6.0 I I 9.0 
f 17 8.9 31 11.7 20 18.3 
緊 18 卓上ガステープノレ 119 13.0 71 26.7 8 7.3 
急
19 ポ ノイ ケ ツ 199 21.8 68 25.6 40 36.7 
特
20 ス コ ツ プ。 104 11.4 36 13.5 22 20.2 
殊
21 一 書平伺A 車(ネコ) 43 4.7 8 3.0 17 15.6 
口口
22 冠 水 Rf 口ロ口 61 20 7.5 6 5.6 
平 均 11.1 14.7 17.3 
















































































































受けた期間については 1日間(翌日)が40件で20.Hぢ， 1.， 2日間68件で
34.2タム 1"-'3日間93件で46.7必， 1"-'7日間(1週間)が158件で79.3%
となっており 1週間以内に約 8割弱が集中している O 最後に炊出しを受け
た場所は，近所の人が36件で17.496，自宅が27件で13.0%，親類・知人が21




(調査対象の割合)で 5位までみてみよう o 入手した品目では，缶詰の18.5
労をトップに野菜14.1タム衣類10.6タム即席めんの9.6%，洗剤7.6~ちとなっ
ており，食料品が総計で42.296にもなっている。ありがたかったという品目











































































8 プ ロ パ
1占 h a u b J ，I
事 者















































































一 週 間 内
水 害 直 後
し
1










一 ヶ 月 後
通
北 日
















































グルー フ。 A B C 
災害直後 高い 高し1 普通
l 週間後 高い 普通 普通
1 ケ 月 後 普通 普通 普通
(含安い( n )  (n)  
Bグループは 1週間後高いが， 41. 79ぎから24.2%までを含み，一ヶ月後

























































































l 飲料水・必需物資の侃苔 134 I 24.5 
2 懐中電灯・ローソク・携帯用ラジオや主主品の準備・整理 122 I 22.3 
3 避難対策・方法 93 I 17.0 
4 人間関係 59 I 10.8 
5 体験・心構え 44 I 8.1 
6 河川等の土木事業 27 I 4.9 
7 家屋などの周囲の調査 24 I 4.4 
8 家屋の建て方 22 I 4.2 
9 情報 17 I 3.1 
10 保険加入 | 4 I 0.7 


















































































Aグルー4プM9)品目 Bク勺レー4プ%9)品目 Cグループ14)品目 Dグノレープ22品目
(16.4%) (16.4%) (25.5%) (40%) 
A1 だ し1 乙 ん B20 ジ ス D38 ガステープル
A2 キ ヤ J、王 ツ D21 インスタント D39 ワイ シ ャ ツ
A3 レ タ ス コーヒー C40 ス ツ フ。
A4 キ ウ
C22 *J: 糸 C41 フ。 フ
A5 て7 ト C23 食
)"? ン
X42 毛 布
B6 玉 tJ ぎ D24 即席中華めん D43 タ オ ノレ
B7 ノて ナ ナ C25 さ lま 缶 号日士口 D44 た fこ み
A8 レ モ ン D26 豆 腐 B45 カーペツ ト
B9 さ ば D27 み
そ
D46 板 材
D28 し よ つ 油 D47 く ぎA10 い iつ し C29 サ フ ダ 油 D48 板
Bll い か C30 砂
ガ フ ス
糖 C49 セ メ ン ト
B12 た い D31 ち り キ氏




C14 カ〉 ぼ こ
C15 ノ、 ム(ロース〉
D33 洗濯用洗剤 D52 鉛 筆
D16 牛 肉(中〉
D34 台所用洗剤 D53 ノートブック
D17 豚 肉(中〉 A35 ポ 袋
C54 ハンドノイック
B18・鶏 !Js B36 ポ リバケツ D55 電 気 洗 濯 機
D19 牛 手L D37 プロ)-<;ンガス











dと右上りに縮小する D 乙れに対し，大型小売庖C， a ， 業の供給活動は，
a-→ Cと右上りに増大する D その動線は，LU
 
a， =商応街の供給活動は，
Cの対角線の上を右上りの方向へ移動することになるのである。
都市災害下，消費者ニーズの充足に対するライフライン機能の
回復と小売業規模別販売シェアーとの相関モデノレ(仮説〉
図8.
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